
第２２号 令和６年１月１９日
中原小 学校だより（中原小校長室）

学校教育目標
ふるさとを愛し、夢に向かって自ら学び 、
心ゆたかでたくましく伸びる「中原っ子」の育成

令和６年がスタートし、早いもので、もう１月も中盤
となってしまいました。ご挨拶が遅れましたが、本年も
どうぞよろしくお願いいたします。
いよいよ令和５年度最後の第４ステージとなりました。

１月９日の冬休み明け集会では、第４ステージ（５1日〈６
年生は５０日〉）の限られた学校での生活を次の学年へ向けてのステップアップの時期
と考えて、一日一日を大切に過ごしてほしいと子どもたちに話をしました。現学年
で学習したことの復習をしたり、生活の振り返りをしたりしながら、次学年や中学
校に向けて準備をしていってほしいと思います。また、能登半島地震のことにもふ
れ、現地の方々へ思いを寄せることやどうやって支援していくかはとても大切なこ
とだが、今自分たちにできることは「自分の命や、身近な友だちの命をまもること」
がまずは大切だと話しました。
第４ステージも全職員で子どもたちの大切なまとめの時期と受けとめて、日々の

学校生活が充実したものになるように取り組んでいきたいと考えております。
子どもたちは一人一人、後期の学習や生活の目標を立てています。ご家庭でもお

子さんの目標について話題にされ、励ましの声かけをしていただければと思います。

米大リーグの大谷翔平選手のグローブが本
校にも１２月２５日に送られてきました。冬
休み中に届けられましたので、子どもたちに
は冬休み明けの集会で披露し、６年生代表に
贈呈しました。グローブと一緒に大谷翔平選
手のメッセージの内容についても話しまし
た。「次の世代に夢を与え、勇気づけるシン
ボルとなることを望んでいます」の一文を紹
介し、子どもたちにも夢をもって生活してほ
しいと話しました。
その日からさっそく子どもたちは、休み時

間等をつかって、交代交代グローブを手にと
ってみたり、
キャッチボー
ルをしたりし
て大谷翔平選
手からのプレ
ゼントの感触
を楽しんでい
ました。

大谷翔平選手からのメッセージ

学校関係各位

貴校ますますご清栄の事とお慶び申し上げ

ます。

ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハ

イムのメジャーリーガー、大谷翔平です。

この手紙は、このたび私が学校に通う子供

たちが野球に興味を持ってもらうために立ち

上げたプログラムを紹介するものです。

この３つの野球グローブは学校への寄付と

なります。それ以上に私はこのグローブが、

私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるた

めのシンボルとなることを望んでいます。そ

れは、野球こそが私が充実した人生を送る機

会を与えてくれたスポーツだからです。

このグローブを学校でお互いに共有し、野

球を楽しんでもらうために、私からのこの個

人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えて

いただければ幸いです。

この機会に、グローブの寄贈をさせていた

だけることに感謝いたします。

貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。

野球しようぜ。

大谷翔平

令和５年度
学校運営協議会委員（順不同）
上島 敬次 様（大字区長）

１月１２日に本年度最後の学校運営協議会が開催 日隈 秀仁 様（後援会長）
されました。本校に学校運営協議会が設置され２年 鞭馬 奈美 様（地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀー）
目が終わろうとしていますが、昨年同様委員の皆様 宮﨑 和夫 様（PTA会長）
の支援を受け協議をしていくことができました。 下城 知奈美 様（民生児童員）
学校経営の承認、各種行事についての協議、学校 井上 則臣 様（老人会会長）

評価や教職員の任用についてなど多くの内容につい 黒川 千穂子 様（婦人会会長）
て協議いただきました。また、令和６年度が「中原 河津 裕子 様（中原保育園主任）
小学校創立１５０周年」となりますので、学校運営 坂本 泰子 様（社会福祉協議会）
協議会においても協議をスタートさせております。 荒武 麻耶 様（ﾅｶﾊﾞﾙﾂｸﾙ会代表）
このことについては、次年度の学校運営協議会にお 楠田 明弘 様（地域学校協働活動推進員）

いて継続して協議していくことになりました。 井芹 伸也 （校長）
学校運営協議会が開催されるたびに思う

のですが、中原小学校を大切に思う委員の
皆様方がいらっしゃるからこそ、本会が充
実していっているのだと感じております。
委員の皆様そして保護者、地域の皆様に

心より感謝申し上げます。

昨年１０月末に麦の種まきをして１１
月中旬には芽を出し、１２月からの寒さ
にも負けないで麦は元気に成長していま 〈阿蘇地区税に関する習字展〉
す。１月１７日に１，２年生で麦ふみを 南小国町長賞：河津 和花奈さん（６年）
しました。麦ふみすることで成長を助け
る事を説明し、子どもたちといっしょに 〈諭吉の里「なかつ」ハーフマラソン大
「元気になあれ、大きくなあれ」と言い 会２キロの部小学〉
ながら麦をふみをしました。麦の種まき 第１位：古賀 透眞さん（６年）
や、麦ふみなど、貴重な体験をすること
ができていま 〈諭吉の里「なかつ」ハーフマラソン大
す。ご支援い 会２キロの部小学〉
ただいている 第２位：古賀 未来さん（４年）
「ナカバルツ
クル会」の皆
様にも感謝し
ております。

学校ホームページでは、中原小学校の
授業や行事などを紹介しています。
子どもたちの活動の様子などを中心に

紹介しておりますので、ぜひご覧いただ
ければと思います。
※「南小国町立中原小学校」と検索すれば、 「紫モクレン」のつぼみの綿毛が日光に照らさ
スマートホンやパソコンでみることができます。 れキラキラ輝いています。


